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あ
や
バ
ス
絵
画
展

世界連邦推進綾部市小・中学生

　地球市民の集い実行委員会（委員長、山崎善
也・綾部市長）が平和と環境をテーマに行ってい
る、コンクールの受賞作品が決まりました。本年
度の応募はポスター322点、作文39点。入賞者
は次の皆さんです（敬称略、順不同）。 

　
市
は
、
「
第
13
回
あ
や
バ
ス
絵
画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
は
計
２

２
３
点
（
園
児
85
点
、
１
年
生
50
点
、
２
年
生
54
点
、
３
年
生
34
点
）
。
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）
。
入
賞
作
品
は
「
移
動
絵
画
展
」
と

し
て
、
11
月
末
ま
で
あ
や
バ
ス
の
車
内
で
展
示
。
最
優
秀
賞
の
４
作
品
は
、

バ
ス
マ
ス
ク
と
し
て
車
両
前
面
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

優
秀
／
渡
邉
結
衣
（
東
綾
中
２
年
）
▽
原

田
莉
奈
（
豊
里
中
１
年
）
▽
大
槻
茉
穂

（
中
筋
小
５
年
）
▽
深
田
三
耀
（
同
） 

佳
作
／
磯
井
優
希
（
八
田
中
２
年
）
▽
藪

見
珂
音
（
豊
里
小
５
年
）

作
文
の
部

優
秀
／
浅
田
鈴
（
豊
里
中
１
年
）
▽
仲
江

春
馬
（
同
）
▽
原
田
莉
奈
（
同
） 

佳
作
／
稲
葉
枇
杷
子
（
上
林
中
２
年
）
▽

和
泉
桜
空
（
豊
里
中
１
年
）
▽
中
川
誠
士

郎
（
同
）
▽
丸
岡
晃
太
朗
（
同
）
▽
村
澤

音
々
花
（
西
八
田
小
６
年
）

ま 

ほ

園
児
の
部
・
５
歳
児

優
秀
賞
／
田
村
紗
月
（
綾
部
ひ
ま
わ
り
共

同
保
育
園
） 

桃
太
郎
賞
／
伊
藤
真
大（
同
）

佳
作
／
小
林
依
茉
（
豊
里
幼
児
園
）

小
学
生
の
部
・
１
年
生

優
秀
賞
／
四
方
優
糸
（
物
部
小
）
桃
太
郎

賞
／
梅
垣
來
歩
（
豊
里
小
）
佳
作
／
瀧

梨
乃
（
東
八
田
小
）

ま 

ひ
ろ

え 

まゆ 

い
と

こ 

う

小
学
生
の
部
・
２
年
生

優
秀
賞
／
山
崎
桜
佳
（
豊
里
小
）
桃
太
郎

賞
／
片
山
琥
太
郎
（
東
八
田
小
）
佳
作
／

伊
藤
旭
（
綾
部
小
）

小
学
生
の
部
・
３
年
生

優
秀
賞
／
出
野
紗
那
（
中
筋
小
）
桃
太
郎

賞
／
荻
野
杏
奈
（
同
）
佳
作
／
貞
岡
歩
果

（
同
）

（
上
か
ら
）篠
㟢
彩
純（
豊
里
幼
児
園
）、藤

澤
陽
向（
豊
里
小
１
年
）、山
本
里
菜（
同

２
年
）、四
方
杜
和（
吉
美
小
３
年
）

お
う 

か

あ
ゆ 

か

さ
ん
よ
う

や
ぶ

み 

か 

の
ん

り
んび 

わ 

こ

さ 

ら

ね 

ね 

か

長谷川桜菜（綾部小６年） 
る な

　長
崎
の
原
爆
資
料
館
に
行
き
、
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
戦
争
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
私
た
ち
は
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
絶
対
に
忘
れ
ず
に
、
悲
惨
さ
を
こ

れ
か
ら
も
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
武
力
よ
り
も
対
話
を
」。

そ
ん
な
世
界
を
、
私
は
切
に
願
う
。

（
要
約
） 

※
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
記
事
Ⅰ
Ｄ

４
１
５
９
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す 

原
田
萌
音
（
豊
里
中
１
年
）

武
力
よ
り
も
対
話
を

― 最優秀作品 ― 

―
 

最
優
秀
作
品 ―

 

も 

ね

と 

わ

ひ
な
た

あ
す
み

【
個
人
の
部
・
最
優
秀
賞
】 

谷
山
光
さ
ん
（
位
田
町
） 

　今
回
受
賞
し
た
活
動
は
、
府
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
と
し
て
十
年
以

上
活
動
す
る
中
で
学
ん
だ
も
の
で
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
道
の
り
は
厳
し
い

で
す
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
つ

ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

【
団
体
の
部
・
最
優
秀
賞
】  

オ
ム
ロ
ン
綾
部
事
業
所
（
中
山
町
） 

　も
の
づ
く
り
だ
け
で
な
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
源
を
含
め
た
生
産
性
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
２
０
３
０

年
ま
で
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
の
倍
増

に
挑
戦
し
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
や
関
連
企
業
と
連
携
し
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
目
指
し
ま
す
。 

【
団
体
の
部
・
優
秀
賞
】  

綾
部
地
区
自
治
会
連
合
会 

　令
和
２
年
に
、
家
庭
ご
み
を
20
年
後

に
半
分
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
雑
紙
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

に
、
資
源
回
収
を
頻
繁
に
実
施
。
今
後

も
、
各
自
治
会
と
連
携
し
て
家
庭
ご
み

の
減
量
化
を
促
進
し
ま
す
。

市
は
昨
年
度
か
ら
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
貢
献
す
る
優
れ
た
取
り

組
み
を
表
彰
。
令
和
５
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
応
募
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
記
事
Ｉ
Ｄ
４
０
７
３
）

令
和
５
年
度

あ
や
べ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
表
彰

10月14日にあやべ・日東精工アリーナで表彰式を開催

受
賞
者
の
声
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　「世
界
の
火
薬
庫
」
と
言
わ
れ
る
中

東
の
地
に
、
再
び
戦
火
が
燃
え
広
が
っ

て
い
る
。
何
千
年
も
続
く
こ
の
土
地
の

奪
い
合
い
は
、
引
き
続
き
答
え
の
見
出

せ
な
い
消
耗
戦
に
陥
り
、
憎
し
み
の
連

鎖
だ
け
が
昂
じ
る
。
歴
史
的
な
民
族
の

対
立
と
相
容
れ
な
い
宗
教
の
教
義
、
さ

ら
に
石
油
を
巡
る
利
権
と
一
時
の
宗
主

国
イ
ギ
リ
ス
の
身
勝
手
な
裁
定
。
何
と

か
「
オ
ス
ロ
合
意
」
で
和
平
へ
の
道
が

開
か
れ
た
の
も
束
の
間
、
そ
の
約
束
は

い
と
も
簡
単
に
反
故
に
さ
れ
る
。
そ
し

て
機
能
不
全
の
国
際
機
関―

。

　世
界
連
邦
を
謳
う
本
市
は
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
に
よ
る
双
方

の
遺
児
ら
を
招
く
事
業
を
20
年
に
わ
た

り
継
続
し
て
き
た
。
２
０
０
３
年
に
綾

部
市
主
導
で
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
現
地
の
情
勢
や
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
で
見
合
わ
せ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

の
春
も
亀
岡
市
の
協
力
の
も
と
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
は
１
万
キ

ロ
離
れ
た
極
東
で
平
和
を
謳
歌
す
る
日

本
の
地
方
都
市
に
来
て
顔
を
合
わ
せ
、

互
い
の
苦
悩
を
吐
露
す
る
。
最
初
は
戸

惑
い
も
あ
っ
た
が
交
流
の
深
ま
り
と
と

も
に
、
敵
と
み
な
し
て
い
た
相
手
の
心

情
も
悟
り
、
和
平
の
価
値
を
共
有
し
帰

国
し
て
い
っ
た
ば
か
り
だ
。

　本
市
の
住
民
に
も
過
去
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
両
国
の
若
者
と
意

義
あ
る
時
を
過
ご
し
、
別
れ
の
日
に
は

互
い
が
涙
、
涙
で
ハ
グ
す
る
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
た
経
験
を
も
つ
人
が
少

な
か
ら
ず
い
る
。
今
回
の
衝
突
で
は
連

日
の
悲
惨
な
光
景
を
伝
え
る
報
道
に
言

葉
を
失
い
、
さ
ぞ
や
心
を
痛
め
て
お
ら

れ
る
と
推
察
す
る
。
同
時
に
、
結
果
と

し
て
の
無
力
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
私
自
身
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。　平

和
と
安
寧
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
享

受
す
る
だ
け
で
な
く
何
か
で
き
な
い
の

か
、
と
い
う
焦
燥
と
苛
立
ち
に
も
似
た

慙
愧
の
念
は
拭
い
難
い
。
〝
微
力
で
も

無
力
で
は
な
い
〞
と
鼓
舞
し
た
言
葉
も

今
は
虚
し
く
響
く
。
そ
れ
で
も
、
た
と

え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
〝
今
日
の
夢
を

明
日
の
現
実
〞
に
す
べ
く
〝
大
河
の
一

滴
〞
に
な
り
得
る
術
を
、
地
球
市
民
た

る
一
人
一
人
が
愚
直
に
求
め
て
い
く
し

か
あ
る
ま
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

微
力
な
れ
ど
無
力
で
な
し

こ
う

さ
い
な

ざ
ん 

き

ぬ
ぐ

す
べ

う
た
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光
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賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
応
募
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
記
事
Ｉ
Ｄ
４
０
７
３
）

令
和
５
年
度

あ
や
べ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
表
彰

10月14日にあやべ・日東精工アリーナで表彰式を開催

受
賞
者
の
声
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　「世
界
の
火
薬
庫
」
と
言
わ
れ
る
中

東
の
地
に
、
再
び
戦
火
が
燃
え
広
が
っ

て
い
る
。
何
千
年
も
続
く
こ
の
土
地
の

奪
い
合
い
は
、
引
き
続
き
答
え
の
見
出

せ
な
い
消
耗
戦
に
陥
り
、
憎
し
み
の
連

鎖
だ
け
が
昂
じ
る
。
歴
史
的
な
民
族
の

対
立
と
相
容
れ
な
い
宗
教
の
教
義
、
さ

ら
に
石
油
を
巡
る
利
権
と
一
時
の
宗
主

国
イ
ギ
リ
ス
の
身
勝
手
な
裁
定
。
何
と

か
「
オ
ス
ロ
合
意
」
で
和
平
へ
の
道
が

開
か
れ
た
の
も
束
の
間
、
そ
の
約
束
は

い
と
も
簡
単
に
反
故
に
さ
れ
る
。
そ
し

て
機
能
不
全
の
国
際
機
関―

。

　世
界
連
邦
を
謳
う
本
市
は
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
に
よ
る
双
方

の
遺
児
ら
を
招
く
事
業
を
20
年
に
わ
た

り
継
続
し
て
き
た
。
２
０
０
３
年
に
綾

部
市
主
導
で
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
現
地
の
情
勢
や
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
で
見
合
わ
せ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

の
春
も
亀
岡
市
の
協
力
の
も
と
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
は
１
万
キ

ロ
離
れ
た
極
東
で
平
和
を
謳
歌
す
る
日

本
の
地
方
都
市
に
来
て
顔
を
合
わ
せ
、

互
い
の
苦
悩
を
吐
露
す
る
。
最
初
は
戸

惑
い
も
あ
っ
た
が
交
流
の
深
ま
り
と
と

も
に
、
敵
と
み
な
し
て
い
た
相
手
の
心

情
も
悟
り
、
和
平
の
価
値
を
共
有
し
帰

国
し
て
い
っ
た
ば
か
り
だ
。

　本
市
の
住
民
に
も
過
去
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
両
国
の
若
者
と
意

義
あ
る
時
を
過
ご
し
、
別
れ
の
日
に
は

互
い
が
涙
、
涙
で
ハ
グ
す
る
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
た
経
験
を
も
つ
人
が
少

な
か
ら
ず
い
る
。
今
回
の
衝
突
で
は
連

日
の
悲
惨
な
光
景
を
伝
え
る
報
道
に
言

葉
を
失
い
、
さ
ぞ
や
心
を
痛
め
て
お
ら

れ
る
と
推
察
す
る
。
同
時
に
、
結
果
と

し
て
の
無
力
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
私
自
身
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。　平

和
と
安
寧
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
享

受
す
る
だ
け
で
な
く
何
か
で
き
な
い
の

か
、
と
い
う
焦
燥
と
苛
立
ち
に
も
似
た

慙
愧
の
念
は
拭
い
難
い
。
〝
微
力
で
も

無
力
で
は
な
い
〞
と
鼓
舞
し
た
言
葉
も

今
は
虚
し
く
響
く
。
そ
れ
で
も
、
た
と

え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
〝
今
日
の
夢
を

明
日
の
現
実
〞
に
す
べ
く
〝
大
河
の
一

滴
〞
に
な
り
得
る
術
を
、
地
球
市
民
た

る
一
人
一
人
が
愚
直
に
求
め
て
い
く
し

か
あ
る
ま
い
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

微
力
な
れ
ど
無
力
で
な
し

こ
う

さ
い
な

ざ
ん 

き

ぬ
ぐ

す
べ

う
た
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楽しみながら平和や環境を考える日に
　地球市民の集い（同実行委員会主催、綾部商工会議所青年
部共催）が10月14日、西町三丁目のあやべ・日東精工アリー
ナ（市民センター）で開催。約700人が参加し、職業体験「あ
やザニア」や市民憲章をモチーフにしたリアル版すごろく
ゲーム、環境に関する講演や体験会など多彩な催しを楽しみ
ました。物部小学校６年生の岩田大和君は「参加は２回目。
市民憲章のすごろくゲームが楽しかった。ごみのポイ捨てな
ど正しくない行動をしないよう、友だちにも呼び掛けたい」
と環境への意識を高めていました。

秋晴れのもと、古墳まつりにぎわう
　「第30回私市円山古墳まつり」（私市円山古墳
を守る会主催）が11月３日、私市町の私市円山
古墳公園で盛大に開催。地元自治会による模擬
店、新鮮な野菜の販売などのほか、歌や太鼓、

バンド演奏など
のステージがあ
り、秋晴れの空
の下、約2,800人
の来場者でにぎ
わいました。

猛暑乗り越え大輪並ぶ
　第30回市菊花展（市シルバー人材センター、
市菊花会共催）が11月２～４日、あやべ・日東
精工アリーナ（市民センター、西町三丁目）
で、市総合文化祭作品展と同時に開催されまし
た。同会の内藤正雄会長は「今年は猛暑で育て
るのが大変だったと思うが、手入れが行き届い
た花ばかり」と講評。22人と２団体が丹精を込
めて育てた色とりどりの菊が会場を彩り、訪れ
た人は写真を撮るなどして、大輪の菊を楽しみ
ました。

雨の中多くの家族連れでにぎわう
　「海の京都」綾部地区協議会（高橋辰夫座長）は10月
21日、青野町のあやべグンゼスクエアで綾のまちめぐり
フェスを開催しました。あやべ地域交流大使のシャンプー
ハットてつじさんによるシルクスクリーンワークショップ

やおつかいウォークラリー、ク
イズなど多彩なイベントで大盛
況。謎解きゲームに参加した綾
部小学校２年生の福山陽莉さん
は「難しい問題もあったけど楽
しかった」と笑顔でした。

ひなり

　八田中学校で10月17日、鳥取県立博物館の美術振興課専門員、佐
藤真菜さんと山本亮さんを講師に、豊かな自己表現力を育むワーク

ショップが開催されました。
同校生徒や八田幼稚園の園
児、日本語学校で学ぶ生徒など約90人が、ビニールのシー
トにカラフルなテープを思い思いに装飾し、大きなバルー
ンを作り上げる創作活動に取り組みました。
　田中健斗さん（同校３年）は「飾り付けに一人ひとりの
個性がよく出ていて面白かった」と笑顔。澤田響さん
（同）は「自分だと思いつかない表現があった」と刺激を
受けた様子でした。

　「第71回綾部市総合文化祭」（綾部
市文化協会主催）の作品展が11月２～
４日、あやべ・日東精工アリーナ（市
民センター、西町三丁目）で開かれま
した。会場には、書や絵画、写真、生
け花など約1,203点が展示され、来場
者は一つひとつの作品に見入っていま
した。
　また、期間中開催された「一日文化
体験教室」も盛況。組み紐作りを体験
した今井五月さんは「以前から一度
やってみたいと思っていた。糸を編ん
でいくのが面白かった」と話しまし
た。 

作品や体験で
芸術の秋を楽しむ

ひなり
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シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

⑲
人
権
週
間

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

シ
リ
ー
ズ
で
人
権
に
関

す
る
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

何
事
も
初
め
か
ら
決
め
つ
け
な
い

　日
々
の
生
活
で
、
無
意
識
の
う
ち
に

「
偏
見
」で
物
事
を
見
て
い
ま
せ
ん
か
。

人
は
何
か
を
判
断
す
る
と
き
に
過
去
の

経
験
な
ど
か
ら
自
分
の
も
の
さ
し
（
判

断
基
準
）
を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
基
準

が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
男
の
く
せ
に…

」
「
血
液
型
は
○
○

型
だ
か
ら…

」
な
ど
の
考
え
方
も
思
い

込
み
や
偏
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　初
め
か
ら
何
か
を
決
め
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ「
個
性
」

＝
「
そ
の
人
自
身
」
を
見
つ
け
て
、
認

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

12
月
４
〜
10
日
は
人
権
週
間

　12
月
10
日
は
、
世
界
各
国
で「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
る「
人
権
デ
ー
」で
す
。

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月
10
日
、

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権

宣
言
」
を
記
念
し
、
１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　日
本
で
は
世
界
人
権
宣
言
採
択
の
翌

年
の
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
に
、
12
月

４
〜
10
日
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
以
降
、
毎
年
全
国
で
啓
発
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
よ
う

　「
人
権
」
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
生

ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て
い
る
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
」
権
利
の
こ
と
。
み
ん
な

が
み
ん
な
違
う
よ
う
に
、
同
じ
人
は
誰

も
い
ま
せ
ん
。

　一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
た
り
、

自
分
や
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
一
週
間
に

し
ま
し
ょ
う
。
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「
使
い
捨
て
の
時
代
」
か
ら
、
ご
み

を
減
ら
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

さ
ら
な
る
３
Ｒ
の
推
進
で
ご
み
削
減
を

　３
Ｒ
と
は
、
捨
て
る
ご
み
を
減
ら
す

た
め
の
手
段
の
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。 

リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
） 

・
不
要
な
も
の
は
持
た
な
い
、
買
わ
な

い
、 

も
ら
わ
な
い 

・
過
剰
包
装
や
不
要
な
包
装
は
断
る 

・
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の
持
参

・
詰
め
替
え
商
品
の
購
入 

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
） 

・
誰
か
に
古
着
な
ど
を
譲
る 

・
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
利
用 

・
修
理
す
る
な
ど
し
て
繰
り
返
し
使
う 

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
） 

・
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
紙
類
な
ど

は
資
源
と
し
て
出
す 

・
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
は
、

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
実
施
す
る
資

源
回
収
に
出
す 

リ
ユ
ー
ス
品
を
展
示
・
販
売

　市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
椅
子
、

テ
ー
ブ
ル
等
の
家
具
類
を
展
示
・
販
売

し
て
い
ま
す
＝
写
真
上
。
同
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

り
、
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
で
す
ぐ
に
お
渡
し
し
ま
す
。 

　電
話
、
メ
ー
ル
等
で
の
予
約
や
購
入

後
の
返
品
・
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
環
境
保
全
課
）

☎（
42
）１
４
８
９
へ
。

環
境
コ
ラ
ム

考
え
よ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

見
つ
け
て
も
ら
え
た
光
野
の
良
さ

　打
面
の
直
径
約
１
㍍
の
「
於
見
の
太

鼓
」
は
、
光
野
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で

す
。
近
年
た
た
き
手
が
い
な
か
っ
た
伝

統
の
太
鼓
を
復
活
さ
せ
次
世
代
に
継
承

し
よ
う
と
、
光
野
は
平
成
25
年
に
水
源

の
里
に
加
盟
。
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ヒ
カ
ル
く
ん
」
や
観
光
マ
ッ
プ

の
作
成
▽
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
活
動
報
告―

な
ど
、

着
実
に
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　平
成
26
年
に
は
樹
高
33
㍍
、
府
内
で

２
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
大
カ
ツ
ラ
の

下
に
、
絶
滅
寸
前
種
で
府
指
定
希
少
野

生
生
物
「
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
」
を
発
見
。

学
術
調
査
や
観
光
な
ど
に
多
く
の
人
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
光
野
の

代
表
、
澁
谷
満
男
さ
ん
は
「
光
野
に
訪

れ
た
人
が
カ
ツ
ラ
や
希
少
植
物
を
は
じ

め
地
元
の
魅
力
を
発
見
し
て
く
れ
た
。

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
活
動
も
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
人
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
光
野
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、あ
や
べ
水
源
の
里
。

そ
の
活
動
を
順
に
紹
介

し
な
が
ら
集
落
の
元
気

の
ヒ
ミ
ツ
や
日
々
を
楽

し
く
暮
ら
す
コ
ツ
を
探

り
ま
す
。

2025年11月15～26日
東京デフリンピックが
開催されます
（ろう者のオリンピック）

今
月
の
手
話ス

ポ
ー
ツ

水
源
の
里
・

　光 
野

つながろう

手話
で

　大注目の作詞家・小説家が読み解く、破天荒な
江戸文芸の世界！新感覚文芸エッセイ12本に加
え、芥川賞候補にもなった著者による３本のリメ
イク短編小説を収録しています。

おすすめ
ポイント

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

江戸ＰＯＰ道中文字栗毛
著者＝児玉雨子
出版社＝集英社

　古
典
や
近
世
文
芸
に
興

味
が
あ
る
人
に
お
す
す
め
。

ま
ず
は
こ
の
本
で
近
世
文

芸
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

芋煮会に参加した多くの関係者と記念撮影する
代表の澁谷さん（前列右端） 

お
お 

み

両手を開いて交互に振る
（走る様子）

交流会ではたたき手を招くなど、積極的に太鼓を活用

シ
リ
ー
ズ
　人
権
を
考
え
る

⑲
人
権
週
間

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

シ
リ
ー
ズ
で
人
権
に
関

す
る
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

何
事
も
初
め
か
ら
決
め
つ
け
な
い

　日
々
の
生
活
で
、
無
意
識
の
う
ち
に

「
偏
見
」で
物
事
を
見
て
い
ま
せ
ん
か
。

人
は
何
か
を
判
断
す
る
と
き
に
過
去
の

経
験
な
ど
か
ら
自
分
の
も
の
さ
し
（
判

断
基
準
）
を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
基
準

が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
男
の
く
せ
に…

」
「
血
液
型
は
○
○

型
だ
か
ら…

」
な
ど
の
考
え
方
も
思
い

込
み
や
偏
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　初
め
か
ら
何
か
を
決
め
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ「
個
性
」

＝
「
そ
の
人
自
身
」
を
見
つ
け
て
、
認

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

12
月
４
〜
10
日
は
人
権
週
間

　12
月
10
日
は
、
世
界
各
国
で「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
る「
人
権
デ
ー
」で
す
。

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月
10
日
、

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権

宣
言
」
を
記
念
し
、
１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　日
本
で
は
世
界
人
権
宣
言
採
択
の
翌

年
の
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
に
、
12
月

４
〜
10
日
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
以
降
、
毎
年
全
国
で
啓
発
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
よ
う

　「
人
権
」
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
生

ま
れ
た
時
か
ら
持
っ
て
い
る
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
」
権
利
の
こ
と
。
み
ん
な

が
み
ん
な
違
う
よ
う
に
、
同
じ
人
は
誰

も
い
ま
せ
ん
。

　一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
た
り
、

自
分
や
相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
一
週
間
に

し
ま
し
ょ
う
。
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「
使
い
捨
て
の
時
代
」
か
ら
、
ご
み

を
減
ら
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る

「
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

さ
ら
な
る
３
Ｒ
の
推
進
で
ご
み
削
減
を

　３
Ｒ
と
は
、
捨
て
る
ご
み
を
減
ら
す

た
め
の
手
段
の
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。 

リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
） 

・
不
要
な
も
の
は
持
た
な
い
、
買
わ
な

い
、 

も
ら
わ
な
い 

・
過
剰
包
装
や
不
要
な
包
装
は
断
る 

・
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の
持
参

・
詰
め
替
え
商
品
の
購
入 

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
） 

・
誰
か
に
古
着
な
ど
を
譲
る 

・
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
利
用 

・
修
理
す
る
な
ど
し
て
繰
り
返
し
使
う 

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
） 

・
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
紙
類
な
ど

は
資
源
と
し
て
出
す 

・
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
は
、

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
実
施
す
る
資

源
回
収
に
出
す 

リ
ユ
ー
ス
品
を
展
示
・
販
売

　市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
椅
子
、

テ
ー
ブ
ル
等
の
家
具
類
を
展
示
・
販
売

し
て
い
ま
す
＝
写
真
上
。
同
セ
ン
タ
ー

に
お
越
し
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な

り
、
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
で
す
ぐ
に
お
渡
し
し
ま
す
。 

　電
話
、
メ
ー
ル
等
で
の
予
約
や
購
入

後
の
返
品
・
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
環
境
保
全
課
）

☎（
42
）１
４
８
９
へ
。

環
境
コ
ラ
ム
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